
２ 背景と課題 
 ・産業構造の変化に対応した即戦力となる人材の輩出を求められているが、高等教育機関における教育の力点と企業から見た人材との 
      間においてミスマッチ 

 ・各地に偏在する産学連携主体が個別に人材育成に取り組む「点」の取組を、遠隔教育システムを利用し、各主体が知見等の共有化を 
    通して効果的な人材育成に取り組む「面」の取組へと効率化するための仕組み作りの支援が必要 
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ICT利活用で地理的要因の克服によ
り全国的な取組みに拡張 

各産学固有の育成ノウハウに係る共有化
の仕組み作り 
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遠隔教育システム（H21～23年度で総務省

が開発したシステム）の活用 

１ 意義・効果 
即戦力となる実践的なＩＣＴ人材の育成に対し、「遠隔教育システム」を効果的に活用し、産学連携による人材育成力を強化す

ることにより、我が国の生産性の向上、国際競争力の強化、雇用の確保等に寄与する。 

３ 施策概要 
  ・「遠隔教育システム」の効果的な活用と産学連携による取組を拡充するための仕組み作りを検討 
  ・民間機関と連携し、本システムの高等教育機関への普及を促進   

個別の産学連携主体の取組 
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